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た
石
も
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で
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な
か
っ
た
で
あ
ら
ぅ
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'
と
の
紙
幣
發
行
の
經
驗
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、
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酿
#
達
に
十
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^
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與
へ
た
に
違
ひ
な
い
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農
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篇
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如
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ぶ
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て
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濫
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っ
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乍
然
ヽ
旣
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の
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く
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租
税
腊
系
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瀕
死
の
狀
態
で
あ
っ
た
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從

■っ
て
ヽ
こ
れ
等
の
偾
還
が
M
延
を
重
ね
た
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何
等
'怪
し
む
に
足
り
な
い
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四
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狒
期
限
の
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ヶ
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仓
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俊
が
、
九
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〇

•一
1

年
に
、
’夫
々

四

，
五

•
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苹
の
柯
延
期
を
規
萣
さ
れ
ヽ
遂
に
三
〇
年
間
の
延
期
に
切
替
へ
ら
れ
た
の 

で
あ
る
。
•そ
れ
故
い
そ
れ
等
の
滅
愤
は
免
れ
な
い
。
然

. %
、
こ
の
減
儇
に
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ょ
る
i

は
、
通
貨
不

. M
を
歎
じ
た
人
々
の
肩
に
落
ち
掛
つ
て
行
つ
た
の

人
々
に
と
っ
，て
ヽ
そ
れ
は
^

の̂
投
機
的
對
象
と
な
っ
た
。一

七
五
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找
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名
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
、
‘
•と
れ
に
就
て
は
、
.紙
歡

の

關

係

上

、
.
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.日
に
_
る
と
と
と
す
る
。
唯
前
者
は
.、
今
日
我
.々
の
經
驗
す
るr

、
籤 

と
、
そ
の
本
贺
に
於
て
何
等
擇
ぶ
所
は
な
い
。
そ
れ
は
、
|
1'般
段
衆
の
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倖
心
を
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に
私
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し
ヽ
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强
ひ
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あ
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上

肇

に
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マ
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の
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的
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踯
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け
、
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が
狩
後
に
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る
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經
濟
的
關
係
を
撖
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ん
と
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と
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よ
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と
す
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は
ヽ
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洛
は
い
わ
ゆ
る
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義
の
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律
に
よ
つ
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ら
れ
る
の
で
、
 

そ
の
經
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政
策
を
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つ
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い
る
法
の
分
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な
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し
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の
役
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た
く
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は
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來
な
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ん
法
は
そ
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背
後
に
あ
る
社
芦
經
濟
朌
諸
關
係
を
構
成
す
る
諸
因
子
の
對
抗
關
係
の
結 

楽
と
し
て
形
成
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
か
ぎ
.り
に
お
い
て
當
該
法
の
分
析
が 

と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
.
い
の
で
あ
り
、
ま
^〔

經
濟
敗
策
の
具
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的
な
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規
と
し
て
の
當
該
法
の
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會
的
貧
義
や
蚀
格
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析
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蒙
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察
を
等
阐
に
附
す
る
わ
け
に
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な
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で
あ
今
そ
し
て
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す
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こ
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の
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農
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け
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よ
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と
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る
な
ら
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の
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つ
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史
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察
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史
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解
明
ゲ
を
'と
も
な
つ
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追
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す
る
と
い
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と
と
は
、
必
要 

な
こ
と
，で
あ
る
が
、
ま
た
き
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め
て
背
の
折
れ
る
仕
事
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あ
る
と
い
わ
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を
土
地
所^ '

權
の_

を
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と
し
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察
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す
る
こ
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八
五
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あ
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な
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九
四
五〕

に
至
る
間
に
お
け
石
土
地
立
法」

の
展
開
を
通
じ
て
ハ
八 

’
五
五
1
六
瓦〕

考
察
め
對
象
と
さ
れ
て
い
る
。
と
.の
間
を
通
じ
て
本
書
が
V
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一

麵

涵

藝

_
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:
:
:
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吐

地

所
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德

川

中

期

に

そ
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萠
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ら
，
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る

げ
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九

四
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、

「

浪

法
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A
九
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し
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奮
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洚
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德
^
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欺
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ベ.
操
観

裏

.
囊

的

糜

■
霸

■
讓
地
所
，
邏

_

槪
念
と
混
冏1
て
は
な
ら.な
い」

(

2£
%

k)

と
い
う
^
に
お
か
れ
る
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:_

的

述

糧

私

の

.
■
め
外
■

■

集

祭
 

は
そ
の
典
型
的
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
、
私
的
所
沿
機
か
ら
近
代
的
土 

一；̂
傷n
l
jm

別
沈
る^
0
^
ま
本
，̂

ら
れ
钇
め
：樣'--
|相
^

化̂
_
有 

權

と

の

對

、

な

對

立
」

•
で
あ
るc

同
上>o r

本
来
は
湫
的
所
裏
は
客
體 

に
對
す
る
包
柄
的
交i
な
の
で
あ
る
か
ら
、
用
益
權
を
そ
の
う
ち
に
內 

.
泡
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
へ
商
品
經
濟
な
い
し
資
本
制
坐
適
が
、
所
省 

機
か
，ら
州
益
權
の
派
生
を
必
然
的
也
ら

1
め
る1 (

同
上〕

。
こ
れ
に
對
し

W

尤

、
：■ ^

封

建

復

地

所

濕

に

赛

つ

呤

味

巧

所

哺

權

に

攀

备

诩

纏

の

：
：

從
屬
：

i

が
そ
の
，特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
る

(

六
〇s
。
そ
し
て
、
こ
の
所

_ 

布
權
へ
の;|
1
益
權
の
從
璐
は
、
私
的
阶
窥
に
お
け
る
が
ご
と
く
、
私
的
性 

質
七
社
符
的
饨
锊
と
の’分
裂
に
も
と
ず
い
て
、
所
屯
權
か
ら
用
益
權
が 

r

い
わ
ば
後
來
的
に
派
生
•し
た」

の
で
は
な
く•ヽr

本
來
的
に
分
離
さ
れ 

.
て
い
る」

と
と
か
ら
组
ず
锋
の
で
あ
る

(

同
上〕

。「

領
主
とm
農
ま
た
は 

農
奴
は
谷
々
ヽ
现
赏
的
川
益
と
地
代
の
收
取
と
い
う
形
態
で
土
地
を
支
配 

っ.
し
,>
:
:存
の
定
配
が
：
ヽ

.
：
：
领©
と

舊

、
ァ
：读

究

^

に
ほ
か
な
ら
な
い
とい‘

う
こ
と
に
な
つ
て
い
るOJ r

對
趙
的
土
地
所
布

p

 

に
あ
'.つ
て
は
、，
菜

的

に

土

地

の

領

冇

<

所
行
權)

と

保

有(

用
益
權)

.

.七
が
あ
り.、.
.
れ̂
が
.そ
.の
.ま
ま
上.と
>

七
へ：

の
拘
來
支
配
に
結
合
.乙
て
い_

)

る

め

で

：ぁ

：る

が

ら

> ..
用
益
者
は
所
街
者
拉
從
屬
す
る
關
係
に
^
0
:
:

て)
■

#
:

• 

.

i-ノ
 

广

五

八
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そ
の
如
く
用
益
權
は
所
瘍
に
從M

す

る

の

，
セ

あ

る
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」
C

六
〇

.六1  

■
裒
>

。
か
く
し
て
、
明
治
以
降
の
•
土
地
所
有
の
擔
を
批
判
し
、
檢
！
2

寸

る
‘ 

た
め
に
は
、
私
的
土
地
所
有
權
と
味
區
別
さ
れ
る
意
味
で
の
近
代
的
土
地 

•

所
布
權
な
る
概
念
が
設
笵
さ
れ
•
、

そ

の

視

激

か

ら

，な

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い 

.
と
さ.
，れ.
る
.'-
0:.
そ.
し
て'
こ
：
の
.
ょ.
ぅ
な
見
地.
か
ら
、r

私
的
土
地
所̂

權
と
し
，- 

て
の̂

^

を̂

す
る
が
、
用
益
權
は
と
の
所
行
機
に
從
M

せ
し
め
ら
れ
て 

名 

&

K
 四 
i

v:H
;

--
-

u

*

^

:■
:

1;

顔

：

H

泌

眞

餐

例

出

地

所

遍

か

眷

別

灌
:?
>
べ^
沐
め.
と
し
：て
、
近
代
、

(

_
:
—辻
她
^

^
衣

遭

：_

_
办

棘

、
：マ

近

代

的

出

_
所

_

が
法
制
上
確
.)

？

P

I

る
^

^

3

#

拉
よ
る
出1

#

撒
：̂

私
的
土
地
所
蕩
の
標
識
か
ら-
 

す
れ
ば
、
法
律
肖
體
に
ぉ'
い
て
は
私
的
土
地
所I

と

い
.^
ざ

る

を

上

な

と
.等
置
し̂

い
：る
の
で
、 

響

—

實
轉
つ
：
<.
:

ガ
迪
洛
れ
お.

_
傷

を
.近
代
©
^
:地
所
.有
^

考

ぇ
る

‘

こ

.
^

, 

.
と
は
出
來
な
い
と
す
る
な
ら
ば
ハ
法
#
的
に
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